
・点　鐘　和泉会長
・ソング　我等の生業
・米山記念奨学生　ラービアッザリさん
・卓　話　今井直己様

【会長報告】
　今年度も早２か月を過ぎました。公式訪問
も終わり第一の関門を通過。皆様のご協力の
賜です。有難うございます。
　先週土曜、国立女性教育会館にて第１回Ｒ
財団部門セミナー、ＲＬＩ研究会が開催。ＲＬＩ
は島田エレクト、馬場副幹事、大野（泰）会員が
強行カリキュラムの中、勉強されました。
　Ｒ財団セミナーでは、坂本俊雄ドクター

（東京八王子南ＲＣ）が基調講演。ポリオ撲滅
のゾーンコーディネーターとしてアフガニス
タン、パキスタンへ視察に行かれました。８５
年からポリオ撲滅が正式スタート。１５年程で
豪州、アジア、西太平洋地区で撲滅。０４年、ア
フリカ２３か国で接種実施。１６〔１７〕年時点で
アフガニスタン１３〔５〕人、パキスタン２０〔３〕
人。もう少しで完全撲滅なのですが、ロシアの
侵攻等で、アフガニスタンからパキスタンへ
また、その逆へと、遊牧民ですので子ども達へ
のワクチンを接種が困難を極めたそうです。
１５、１６年の２０か月の内に、タリバンやＩＳ、
部族や宗教の問題で、接種を担当するポリオ
ワーカー８０人が殺された。坂本氏も警備兵
を付けて視察したとの事。ひと言で「ポリオ
プラス」と言うが達成には大変な苦労がある。
ＲＣの先人達にも大変な苦労があったと思い
ます。１６年までに１億３０００万ドル、１９年まで
は６億ドル必要で、日本政府も５億６０００円を
ユニセフ、ＲＩに拠出している。ワクチン代よ
り人件費に莫大な金が掛かる。危険地域で人

を確保するのも至難の業。日本のロータリア
ンが拠出する１人平均の額「２５ドル」は世界
に比べ低過ぎるとおっしゃっておりました。
　ザリさんに奨学金を贈呈します（拍手）。

◎ザリさん：先月、秩父音頭ま
つりに参加しました。最初先生
が教えてくれて、奨学生と学友
会の皆で踊りました。テレビで
見た事はありましたが実際に踊
るとは考えた事もありませんで
した。伝統的な日本の踊り方を

踊るチャンスがあるのは本当に素晴らしいで
す。米山のお蔭だと思いました。人生で忘れる
事の出来ないいい経験だったと思います。今
も就活頑張っています。有難うございました。
　【幹事報告】
◎例会変更のお知らせ
◇新狭山ＲＣ
・９／２５（月）　例会取止め　定款８－１－Ｃ
・１０／９（月）　例会取止め　定款８－１－Ｃ
・１０／１６（月） 例会取止め　定款８－１－Ｃ
・１０／３０（月） 例会取止め　定款８－１－Ｃ
・１１／１３（月） 映画会『武蔵野』１１（土）に変更
・１１／２７（月） 例会取止め　定款８－１－Ｃ
・１２／１１（月） 例会取止め　定款８－１－Ｃ
・１２／２５（月） 年末親睦例会
　【委員会報告】
◎ＲＬＩセミナー　　　　　　　 　大野（泰）君
　ＲＬＩ研究会による６０分×６コマの授業を
３名で受けて参りました。
◎親睦活動委員会　　　　　　　　　大崎君
　１０／２５（水）夜間例会（大松閣）津軽三味線の
豪快な響きをお楽しみ頂きます。ご出席よろ
しくお願い致します。１０／１２懇親ゴルフコ
ンペ大会の出欠をお願いします。

当 番 大野（泰）君、奥冨君
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【出席報告】無届欠席０　 馬場出席向上委員
　

　
【Ｍ　　Ｕ】
９／９（地区）木川君、和泉君、島田君、馬場君
　　　　　　大野（泰）君
９／１２（入間南）木川君、神田（敬）君、坂本君
　　　（地区）中里（忠）君
　【結婚・誕生日祝】　　　 加藤親睦活動委員
◇結婚記念日おめでとう
　大野（泰）君、大野（康）君、藤原君
◇会員誕生日おめでとう
　４木川君、９中山君、１９土屋（良）君
　２２神田（敬）君、２８土屋（崇）君
◇夫人誕生日おめでとう
　１１大野（泰）夫人、２３森夫人、２８和泉夫人
　

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ
・今井教育長さんようこそ！本日は卓話よろ
　しくお願い致します。細田（吉）君、矢島（巌）君
　　新井君、半田君、吉島君、吉田（武）君、間邉君
　　　　田辺君、髙橋君、土屋（良）君、吉田（行）君
　　馬場君、大野（康）君、吉澤君、前島君、伊澤君
・お誕生日お祝い有難うございます。
　　　木川君、土屋（良）君、土屋（崇）君、神田（敬）君
・結婚お祝い有難うございます。高２砲丸娘インター
　ハイ優勝、県知事表敬訪問しました。　大野（康）君
・早退　　　　　　　　　　　　　　半田君
本日計４１，０００円、累計額１８６，００１円。
◎２０日例会当番は齋藤、島田会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　伊澤青少年奉仕委員長
　Ｓ５９年、飯能市役所に入職。商工観光課長、
市街地活性化推進課長、産業振興課長、教育部
長、議会事務局長を歴任。Ｈ２８年１０月、教育
委員会教育長に就任。元ホッケー日本代表選
手としてもご活躍。トヨタ自動車社長の豊田
章男氏ともチームでプレーしていたそうです。

　飯能ＲＣ様には日頃より大変お世話になって
おります。心から感謝申し上げます。
　全国の小中学校でさまざまな事が起きていま
す。いじめによって自らの尊い命を絶つ、暴行、教
職員の不祥事等。本市でも同様の状況で、これら
の課題について特に学校・家庭・地域との連携と
行政を含めての支援態勢についてお話したい。次
代の担い手として子ども達が力強く成長していく
ための方法を一緒に考えて頂ければと思います。
《 １　子どもたちの自己肯定感を育む》
　諸外国と比べ、日本の子どもの「自己肯定感」

（自分の在り方を積極的に評価出来る、自らの価値
や存在意義を肯定出来る感情）は低いとされる。
世界で地域で活躍出来る人材となれるかどうか
はこの自己肯定感に大きく関係する。「教育再生
実行会議」（Ｈ２５年１月１５日、設置が閣議決定）
の第１０次提言（今年６月）でも自己肯定感を育む事
が重要だと示されました。勉強やスポーツを通じ
自らの力の向上に努力する事で得られる達成感、
他者からの評価等を通じて育まれる自己肯定感。

自らのアイデンティティーに
目を向け、長所のみならず
短所を含めた自分らしさや
個性を冷静に受け止める事
で自己肯定感の２つの側面
が捉えられる。１）勉強や
スポーツに挑戦し成功や失
敗を繰り返し、ある種たくま
しさを身に付ける事は人生
を生き抜く上で糧となる。
２）他者からの指摘によっ

て自分が意識していなかった部分を知る。長所短所
を自分の中でよく理解し、自分らしさを見失う事
なくリラックスして臨む。提言では自己肯定感を
バランス良く育む事が求められています。国は次
期学習指導要領の中で「主体的・対話的で深い
学び」を視点とした授業作りを進める方針です。
　積極的に発言し、しっかり他人の意見を聴き、
さまざまな考えがある事を理解する力を身に付け
その中で自分の考えをまとめていく。こうした事
を通し、子ども達が成長していく事を基本に考え
市内の小中学校でも授業改善を行っていきます。
　昨年教育長に就任し、「スポーツの力を教育に」
と校長にも伝えています。仲間と頑張り続ける力、
忍耐力、チームワーク、向上心、フェアプレイ精神
…スポーツを通じて学ぶところが多い。努力すれ
ば力も付き自信も持てる→自己肯定感が高まる。
原市場中出身の大野さんがインターハイ優勝され
ましたが、特に今年は飯能市の中高生が全国で
活躍した年でした。良い点を褒める、悪い事はき
ちんと叱る。是非よろしくお願いしたい。
《２　学校が抱える課題は複雑化・困難化している》
　Ｈ２５年６月「いじめ防止対策推進法」制定。
本市でも基本方針を策定し、「いじめ問題対策連絡
協議会」「いじめ問題専門委員会」の設置、「いじめ
ゼロ子ども会議」開催、定期的なアンケート実施
等行っているがいじめは毎年発生している。周り
の者も止めようとしない。「許さない」という意識を
持たなければいけない。今後は小中学校の道徳
が教科化されます。
　不登校の子どもは全国に１７万人（Ｈ２７年）。飯
能には４０名程居ります。非行は中学校で悪質な
案件も発生、警察等と連携を深めながら対応しな
ければいけないが、小さいうちからの家庭教育を
同時に考えていかなければいけない。
　スマートフォンの普及でネット上のいじめがエ
スカレート、学校現場ではネット対応を含め困難
さが増している。教員の負担軽減の視点からも対
応を整理していかなければいけない。「むかつく」
「死ね」という言葉、悪口がコミュニケーションの１
つの方法となっている。大人がしっかり指導して
いかねばならない。
《３　学校、家庭、地域の役割分担と教育力の向上について》
　日本は「知・徳・体の一体的な教育」が特徴。
全て学校に責任・役割があるという誤った認識が
生じ易い。自助・共助・公助の中で公助のみに頼る
ような状況もある。学校・家庭・地域の三者がそれ
ぞれの立場で積極的に関わる事が必要。

〔学校教育〕「チーム学校」組織力強化。教員の
資質向上。相談体制の充実。外部人材の活用。一
人ひとりへのきめ細かい指導。〔家庭の教育力〕
生活習慣、自立心、心身の調和のとれた発達を図
る。子どもと向き合う余裕の無い世帯への支援。

〔地域の教育力〕地域の大人と触れ合い、地域の
行事への参加。「地域の一員」という意識を養う。
　行政としての支援策を考え、具体的な行動を起
こしていく。しっかり取り組んでいく決意ですので
ご協力をよろしくお願いします。
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